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         『祈りと行動の連帯の大切さ』    吉田真司 

 先週 3 日の憲法記念日に東京・北関東・神奈川三地方連合社会委員会（部）主催

による「バプテスト・憲法フェスティバル 2025」が恵泉バプテスト教会で行われ、

参加してきました。プロクラムは賛美とリレートーク形式で、平和を望む多くの賛

美（会衆賛美、ギター演奏や独唱）と共に、それぞれの関りの現場からのトークが

ありました。憲法審査会の現在の状況、沖縄における基地建設の現状、日本バプテ

スト女性連合によるヌチドゥタカラ（命こそ宝）の取り組み報告と「平和をあきら

めない!」とのメッセージ、日韓ユースフォーラム報告等ありました。より印象的で

あったのは「イエス・キリストから憲法を見る（意義を語る）」という言葉です。こ

れこそ、キリスト者の特性であると思いました。そしてキリスト者がこうして共に

集まって平和を求め祈願する行動の大切さをあらためて思いました。◆6日には「能

登被災地支援をおぼえる祈り会」（中部地方連合有志主催）にオンラインで参加しま

した。金沢・富山・福井のそれぞれの教会による支援活動の報告があり、共に祈り

を合わせました。この祈り会の事務局である秋山義也牧師（瑞穂教会）からいただ

いたメッセージです。「こうした働きが起きた背景には私自身、相模中央教会で学び

体験した恵みがあると実感しています。毎月東日本大震災のために祈り、募金をし、

教会の委員会で野菜を運ぶことを話し合った体験です。瑞穂教会でも現在能登被災

地支援チームが数名起こされ、毎月礼拝出席者が順番に祈っています。続けて祈る、

誰かと祈る、『祈り』の力、その大きさをまざまざと見せつけられています。」当祈

り会は毎月第一火曜日の 20時よりオンライン（ＺＯＯＭ）で行われていきます。覚

えて参加したいと思います。◆8日にロバート・フランシス・プレボスト枢機卿が第

267代ローマ教皇に選出されました。9日の朝日新聞（デジタル）の文章から要約し

ますと、同氏は、司祭として約 20年間を南米ペルーで過ごし、貧しい人や移民に寄

り添ってきた人であり、気候危機への問題意識が高く、（多様性を重視する改革を含

む）教義にかかわる重要な問題を議論する世界代表司教会議（シノドス）の取り組

みを支持してきた、と。世界平和を求めるリーダーシップを望み祈りましょう。 

教会の定例集会 
  主日礼拝      日曜日   午前 ９：００～１０：００（相模原礼拝） 

午前１０：４０〜１２：００（会堂礼拝） 
  教会学校      日曜日   午前 ９：３０〜１０：２０ 
   （嬰児、幼児、小学生、中高生、青年、成人、英語、聖書入門の各クラス） 
  祈り会       水曜日   午後 ７：３０〜９：００ 
  金曜集会      金曜日   午前１０：３０〜１２：００ 
  家庭集会（相模原） 第二火曜日 午前１０：００〜１２：００（竹村家） 

（すずかけ台） 第三木曜日 午後 １：３０〜３：００（長谷川家） 
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